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交流人口 市 　の 　統　計
面　積　 125.30㎢
人　口　 
　男　　 
　女　　 
世帯数　 22,486 世帯

　内　外国人数 364人（  0）
　　　　男　　 167人（+ 2）
　　　　女　　 197人（- 2）
　登 録 国 籍 数　　 27カ国

　　　　（　）内は前月比    　 《令和４年８月31日現在》

出生数　 25人     
死亡数　 57人 

人身事故 6件 死亡 0人 負傷 6人 

転入 157人 
転出 152人     　《8月分》

　《8月分》

高知自動車道
南国I.C.

入 113,228台
出 113,928台

高知龍馬空港
出発 62,591人
到着    60,715人

《8月分》
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交通事故発生状況
  

　   山本 梗賀
もとやま こう が

令和３年7月生まれ
にこにこ笑顔で皆を癒してくれる梗賀くん。
最近歩き始めたので、とことこ歩く姿が
可愛くて可愛くて仕方ないです。
健康ですくすく大きくなってね。

くん

46,432人（-  27）
22,171人（-  9）
24,261人（-  18）

（- 13）
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スマホはこちらから ⇒

　市内在住の２歳の誕生日までの赤ちゃん
（応募時）の写真を募集中！
詳細は市HPまたはお問い合わせください。
問／企画課秘書広報係　☎８８０-６５５３

南国市
防災行政無線
放送内容確認
フリーダイヤル ※24時間以内の放送が確認できます

0120-7 5 9 1 3 1
ナン　  コ    　ク ボウ  　サ   　イ

0120-7 5 9 1 3 1
ナン　  コ    　ク ボウ  　サ   　イ 「広報なんこく」は、地区連絡員

さんたちのご協力で皆さんの家
庭にお届けしています。

見
つ
け
て
み
い
や

広報なんこく紙面の
どこかに

左のシャモ番長が
登場しているよ。
あなたは彼を

見つけられるかな？

シャモ番長からの

挑戦状
シャモ番長からの

挑戦状

プラス

　   戸田 千巴弥
ちと だ は や

令和３年５月生まれ

お誕生日も過ぎて毎日元気に過ごしています。
お姉ちゃん達もよくお世話をしてくれるから
ママも嬉しいし助かっています。
大好きなネエネ達と仲良く楽しく大きくなってね。

ちゃん　   西森　叶
もりにし かなと

令和３年９月生まれ

いつもニコニコで元気いっぱいの
かなとくん。
これからもいっぱい友達を作ってパパと
ママと一緒に笑って楽しく過ごそうね。

くん　   髙橋 蓮叶
はしたか れん と

令和２年８月生まれ

のりものが大好きで、
テレビで電車見てこの笑顔!!
いつか本物に乗ろうね。

くん

　   中山 暖葵
やまなか はる あ

令和２年10月生まれ

かわいい笑顔でみんなを
癒してくれるね。
家族みんなはあ君が大好きです♪

くん n-hisho@city.nankoku.lg.jp

https://www.city.nankoku.lg.jp
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令
和
３
年
度
普
通
会
計
の
決
算

状
況
は
、普
通
建
設
事
業
費
の
減

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
費
の
皆
減
な
ど
に
よ
り
、歳
入
・

歳
出
と
も
に
大
幅
な
減
額
と
な
り

ま
し
た
。歳
入
総
額
は
対
前
年
度

比
25
億
８
２
４
５
万
１
千
円
、8.2

％
減
の
２
８
７
億
４
９
４
０
万
６

千
円
、歳
出
総
額
は
対
前
年
度
比

30
億
３
８
６
０
万
５
千
円
、9.9
％

減
の
２
７
５
億
１
３
５
１
万
１
千

円
で
、実
質
収
支
は
10
億
１
８
４

４
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、地
方
債
借
入
残
高
は
令

和
３
年
度
末
で
、対
前
年
度
比
18
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万
４
千
円
、8.5
％
増

の
２
３
７
億
３
６
４
４
万
５
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。財
政
構
造
の
弾

力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

82
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で
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ポ
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の
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と
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り
、公
債
費
負
担
の

　
令
和
３
年
度
普
通
会
計
の
決
算

状
況
は
、普
通
建
設
事
業
費
の
減

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
費
の
皆
減
な
ど
に
よ
り
、歳
入
・

歳
出
と
も
に
大
幅
な
減
額
と
な
り

ま
し
た
。歳
入
総
額
は
対
前
年
度

比
25
億
８
２
４
５
万
１
千
円
、8.2

％
減
の
２
８
７
億
４
９
４
０
万
６

千
円
、歳
出
総
額
は
対
前
年
度
比

30
億
３
８
６
０
万
５
千
円
、9.9
％

減
の
２
７
５
億
１
３
５
１
万
１
千

円
で
、実
質
収
支
は
10
億
１
８
４

４
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、地
方
債
借
入
残
高
は
令

和
３
年
度
末
で
、対
前
年
度
比
18

億
６
３
０
５
万
４
千
円
、8.5
％
増

の
２
３
７
億
３
６
４
４
万
５
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。財
政
構
造
の
弾

力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

82
．１
％
で
対
前
年
度
比
5.1
ポ
イ
ン

ト
の
減
と
な
り
、公
債
費
負
担
の

児
童
福
祉

児
童
福
祉

　
令
和
３
年
度
の
こ
ど
も
相
談
係

へ
の
相
談
件
数
99
件
の
う
ち
、43
件

が
虐
待
相
談
で
、令
和
２
年
度
よ

り
４
件
減
少
し
て
い
ま
す
。南
国
市

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が

対
応
す
る
児
童
虐
待
案
件
は
、７

月
末
現
在
で
39
件
で
あ
り
、そ
の
約

半
数
が
心
理
的
虐
待
で
す
。

　
児
童
虐
待
へ
の
社
会
的
関
心
の

高
ま
り
も
あ
り
、今
後
も
子
ど
も

に
関
す
る
様
々
な
相
談
の
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
連
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を
図
り
な
が
ら

丁
寧
な
対
応
を
行
い
ま
す
。
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に
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に
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と

と
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の
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に
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に
も
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す
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ア
リ
ス
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不
思
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と
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万
十
で
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画
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に
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せ
た
も
の
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き
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誘
客

す
る
企
画
と
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す
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十
市
地
区
の
石
綿
管
布
設
替
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。ま
た
、三
畠

・
小
籠
地
区
の
配
水
管
布
設
替
工

事
を
発
注
し
ま
し
た
。
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７
月
末
現
在
の
本
市
の
交
付
率

は
35
．９
％
で
、高
知
県
内
は
37
．９

％
、全
国
平
均
は
45
．９
％
で
す
。

　
引
き
続
き
、休
日
交
付
窓
口
の

開
設
や
申
請
支
援
に
よ
り
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
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ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
産
に
取
り
組

ん
で
い
る
株
式
会
社
イ
チ
ネ
ン
高

知
日
高
村
農
園
が
、植
田
地
区
で

新
た
に
営
農
を
開
始
す
る
こ
と
と

な
り
、株
式
会
社
イ
チ
ネ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
、高
知
県
、高
知
県
農

業
協
同
組
合
と
本
市
の
四
者
で
進

出
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。８
月

に
完
成
し
た
植
田
地
区
の
1.1
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
次
世
代
型
園
芸
用
ハ
ウ

ス
で
は
、本
市
の
振
興
品
目
で
あ
る

ピ
ー
マ
ン
の
養
液
栽
培
を
開
始
し
、

11
月
に
は
出
荷
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
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昨
年
12
月
か
ら
本
年
２
月
ま
で

の
公
募
に
お
い
て
、７
月
末
時
点
で

２
区
画
を
分
譲
し
、１
区
画
が
商

談
中
で
す
。残
る
４
区
画
は
、８
月

１
日
か
ら
製
造
業
と
流
通
業
を
対

象
に
入
居
企
業
の
随
時
募
集
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
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南
国
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
お

よ
び
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
さ

ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る
取
組
と

し
て
、運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

お
よ
び
そ
の
同
伴
者
１
名
へ
の
運

賃
半
額
割
引
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
を
決
定
し
、10
月
１
日
か
ら
開

始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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　「
南
国
市
こ
れ
か
ら
の
教
育
保

育
を
考
え
る
会
」に
お
い
て
、昨
年

８
月
か
ら
６
回
の
協
議
を
経
て
、

こ
の
度「
南
国
市
こ
れ
か
ら
の
教

育
・
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答

申
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
答
申
を
も
と
に
、

南
国
市
の
教
育
の
未
来
を
考
え
る

中
長
期
の
教
育
総
合
計
画
の
策
定

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、策
定

に
あ
た
っ
て
は
、保
護
者
の
意
見
や

地
域
の
方
々
の
声
を
聴
き
な
が
ら

進
め
ま
す
。
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新
図
書
館
建
設
は
、物
件
移
転

お
よ
び
用
地
購
入
な
ど
の
業
務
を

進
め
て
お
り
、本
年
度
か
ら
２
カ

年
で
物
件
移
転
と
用
地
取
得
の
完

了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、敷
地

内
外
構
１
工
事
が
竣
工
し
ま
し
た
。

今
後
は
、大
篠
公
民
館
の
解
体
を

含
む
敷
地
内
外
構
２
工
事
の
発
注

を
進
め
ま
す
。
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長
岡
小
学
校
の「
め
だ
か
学
童

ク
ラ
ブ
」の
新
築
工
事
が
７
月
に
完

了
し
、新
し
い
施
設
で
の
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
長
岡
小
学
校
の「
め
だ
か
学
童

ク
ラ
ブ
」の
新
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工
事
が
７
月
に
完

了
し
、新
し
い
施
設
で
の
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　平
山
耕
三
市
長
は
、
各
議
案
の

提
案
説
明
に
先
立
ち
、
市
政
の
主

要
な
課
題
を
報
告
し
ま
し
た
。
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。
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健
全
度
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率

は
7.8
％
で
対
前
年
度
比
0.5
ポ
イ
ン

ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、対

前
年
度
比
１
億
２
５
４
９
万
円
、

3.0
％
減
の
40
億
５
５
５
５
万
４
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、臨
時

財
政
対
策
債
は
対
前
年
度
比
５
億

８
９
０
０
万
５
千
円
、71
．９
％
減

の
２
億
２
９
７
２
万
５
千
円
と
な

り
、合
計
で
は
７
億
１
４
４
９
万

５
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、適
切
に
収
支
を
見
込

む
こ
と
に
よ
り
、引
き
続
き
、健
全

な
財
政
運
営
の
確
立
に
努
め
ま
す
。
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も
が
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分
ら
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る
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と
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と
は
、大
切

な
こ
と
で
す
。そ
し
て
、お
互
い
の

違
い
や
良
さ
を
尊
重
し
、認
め
合
い
、

支
え
合
う
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で

す
。南
国
市
は
、性
の
あ
り
方
に
関

わ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、多

様
性
や
お
互
い
の
価
値
観
を
認
め

合
い
、誰
も
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、共
に
生
き
る
心
を
大
切
に
す

る
、住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
、こ
こ
に
宣
言
し

ま
す
。」

　
こ
の
宣
言
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
理

解
し
、多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
、

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
の
実
現

に
つ
な
げ
ま
す
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保
険
適
用
と
な
ら
な
い
43
歳
以

上
の
方
お
よ
び
治
療
内
容
に
よ
り

自
己
負
担
額
が
増
加
す
る
43
歳
未

満
の
方
に
対
し
て
、一
般
不
妊
治
療

お
よ
び
特
定
不
妊
治
療
の
費
用
を

助
成
す
る
こ
と
で
、経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
保
険
適
用
と
な
ら
な
い
43
歳
以

上
の
方
お
よ
び
治
療
内
容
に
よ
り

自
己
負
担
額
が
増
加
す
る
43
歳
未

満
の
方
に
対
し
て
、一
般
不
妊
治
療

お
よ
び
特
定
不
妊
治
療
の
費
用
を

助
成
す
る
こ
と
で
、経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
市
税
徴
収
実
績

は
、徴
収
額
60
億
６
２
６
３
万
円
、

徴
収
率
98
．25
％
で
、前
年
度
か
ら

徴
収
額
で
８
６
０
９
万
円
減
少
し

ま
し
た
が
、徴
収
率
は
０
．69
ポ
イ

ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。減

収
の
主
な
要
因
は
、３
年
に
一
度
の

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ
り

家
屋
の
調
定
額
が
下
が
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
税
収
に
対
す
る
影

響
は
わ
ず
か
で
し
た
。軽
自
動
車
税

は
４
９
３
万
円
、た
ば
こ
税
は
２

３
４
４
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、三
税
協
力
体
制
を
推

進
し
つ
つ
、税
の
公
平
性
、収
入
未

済
額
の
削
減
お
よ
び
徴
収
率
の
向

上
を
図
り
、自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
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３
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通
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計
の
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算
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事
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ロ
ナ
ウ
イ
ル
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感
染
症

に
係
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金
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付
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の
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な
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に
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・
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に
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と
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２
４
５
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４
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３
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１
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１
千
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で
、実
質
収
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は
10
億
１
８
４

４
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、地
方
債
借
入
残
高
は
令

和
３
年
度
末
で
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前
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比
18
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０
５
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、8.5
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３
７
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６
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と
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い
ま
す
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造
の
弾

力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
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で
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令
和
３
年
度
の
こ
ど
も
相
談
係

へ
の
相
談
件
数
99
件
の
う
ち
、43
件

が
虐
待
相
談
で
、令
和
２
年
度
よ

り
４
件
減
少
し
て
い
ま
す
。南
国
市

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が

対
応
す
る
児
童
虐
待
案
件
は
、７

月
末
現
在
で
39
件
で
あ
り
、そ
の
約

半
数
が
心
理
的
虐
待
で
す
。

　
児
童
虐
待
へ
の
社
会
的
関
心
の

高
ま
り
も
あ
り
、今
後
も
子
ど
も

に
関
す
る
様
々
な
相
談
の
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

丁
寧
な
対
応
を
行
い
ま
す
。
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就

労
支
援
事
業
を
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も
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に
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小
さ
な
集
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に
活
力
を
生
み
出
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組
と
し
て
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内
８
市
町
村

に
お
い
て「
小
さ
な
集
落
活
性
化

事
業
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。本
市
で

は
、三
和
地
区
で
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。事
業
の
実
施
に
よ

り
、他
の
地
域
に
も
広
が
る
よ
う

取
組
を
進
め
ま
す
。

　
専
門
家
会
議
を
定
期
的
に
開
催

し
、集
落
の
状
況
や
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て
課
題
を
共
有
し
、大
学

の
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
事
業
を
進
め
ま
す
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奈
路
、白
木
谷
、瓶
岩
地
区
へ
訪

問
し
、昨
年
度
の
集
落
実
態
調
査

の
結
果
報
告
を
し
た
う
え
で
、各

地
区
で
の
生
活
環
境
、安
全
安
心

な
ど
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
や

ご
要
望
を
改
め
て
精
査
し
た
う
え

で
、地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
対

策
を
検
討
し
ま
す
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月
末
現
在
の
申
請
件
数
は
、

耐
震
診
断
が
30
件
、耐
震
設
計
が

40
件
、耐
震
工
事
が
48
件
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
工
事

が
９
件
で
す
。
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　「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」な
ど

で
人
気
の
ア
リ
ス
を
テ
ー
マ
と
し

た
周
遊
企
画「
ア
リ
ス
の
不
思
議

な
ま
ち
め
ぐ
り
」を
、四
万
十
町
と

の
共
催
で
７
月
16
日
よ
り
開
始
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、海
洋
堂
ホ
ビ
ー

館
四
万
十
で
開
催
さ
れ
る
企
画
展

に
合
わ
せ
た
も
の
で
、「
謎
解
き
」と

「
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
ラ
リ
ー
」で
誘
客

す
る
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
広
域
連
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に
よ
る
誘
客

に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
ま
す
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６
月
４
日
に
来
館
者
が
10
万
人

を
超
え
ま
し
た
の
で
、こ
れ
を
記
念

し
て
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
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近
年
全
国
各
地
で
大
規
模
災
害

が
発
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し
て
お
り
、そ
れ
に
伴
う
廃

棄
物
処
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
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県
内
で
も
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域
処
理
の
観
点

か
ら
処
理
方
法
や
仮
置
き
場
の
選

定
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
な

ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
協
議

を
続
け
て
い
ま
す
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十
市
地
区
の
石
綿
管
布
設
替
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。ま
た
、三
畠

・
小
籠
地
区
の
配
水
管
布
設
替
工

事
を
発
注
し
ま
し
た
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７
月
末
現
在
の
本
市
の
交
付
率

は
35
．９
％
で
、高
知
県
内
は
37
．９

％
、全
国
平
均
は
45
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％
で
す
。

　
引
き
続
き
、休
日
交
付
窓
口
の

開
設
や
申
請
支
援
に
よ
り
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
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ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
産
に
取
り
組

ん
で
い
る
株
式
会
社
イ
チ
ネ
ン
高

知
日
高
村
農
園
が
、植
田
地
区
で

新
た
に
営
農
を
開
始
す
る
こ
と
と

な
り
、株
式
会
社
イ
チ
ネ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
、高
知
県
、高
知
県
農

業
協
同
組
合
と
本
市
の
四
者
で
進

出
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。８
月

に
完
成
し
た
植
田
地
区
の
1.1
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
次
世
代
型
園
芸
用
ハ
ウ

ス
で
は
、本
市
の
振
興
品
目
で
あ
る

ピ
ー
マ
ン
の
養
液
栽
培
を
開
始
し
、

11
月
に
は
出
荷
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
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が
始
ま
る
予
定
で
す
。

南
国
日
章
産
業
団
地

南
国
日
章
産
業
団
地

　
昨
年
12
月
か
ら
本
年
２
月
ま
で

の
公
募
に
お
い
て
、７
月
末
時
点
で

２
区
画
を
分
譲
し
、１
区
画
が
商

談
中
で
す
。残
る
４
区
画
は
、８
月

１
日
か
ら
製
造
業
と
流
通
業
を
対

象
に
入
居
企
業
の
随
時
募
集
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
か
ら
本
年
２
月
ま
で

の
公
募
に
お
い
て
、７
月
末
時
点
で

２
区
画
を
分
譲
し
、１
区
画
が
商

談
中
で
す
。残
る
４
区
画
は
、８
月

１
日
か
ら
製
造
業
と
流
通
業
を
対

象
に
入
居
企
業
の
随
時
募
集
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通

公
共
交
通

　
南
国
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
お

よ
び
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
さ

ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る
取
組
と

し
て
、運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

お
よ
び
そ
の
同
伴
者
１
名
へ
の
運

賃
半
額
割
引
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
を
決
定
し
、10
月
１
日
か
ら
開

始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
南
国
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
お

よ
び
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
さ

ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る
取
組
と

し
て
、運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

お
よ
び
そ
の
同
伴
者
１
名
へ
の
運

賃
半
額
割
引
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
を
決
定
し
、10
月
１
日
か
ら
開

始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

教
　育

教
　育

　「
南
国
市
こ
れ
か
ら
の
教
育
保

育
を
考
え
る
会
」に
お
い
て
、昨
年

８
月
か
ら
６
回
の
協
議
を
経
て
、

こ
の
度「
南
国
市
こ
れ
か
ら
の
教

育
・
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答

申
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
答
申
を
も
と
に
、

南
国
市
の
教
育
の
未
来
を
考
え
る

中
長
期
の
教
育
総
合
計
画
の
策
定

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、策
定

に
あ
た
っ
て
は
、保
護
者
の
意
見
や

地
域
の
方
々
の
声
を
聴
き
な
が
ら

進
め
ま
す
。

　「
南
国
市
こ
れ
か
ら
の
教
育
保

育
を
考
え
る
会
」に
お
い
て
、昨
年

８
月
か
ら
６
回
の
協
議
を
経
て
、

こ
の
度「
南
国
市
こ
れ
か
ら
の
教

育
・
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答

申
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
答
申
を
も
と
に
、

南
国
市
の
教
育
の
未
来
を
考
え
る

中
長
期
の
教
育
総
合
計
画
の
策
定

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、策
定

に
あ
た
っ
て
は
、保
護
者
の
意
見
や

地
域
の
方
々
の
声
を
聴
き
な
が
ら

進
め
ま
す
。

生
涯
学
習

生
涯
学
習

　
新
図
書
館
建
設
は
、物
件
移
転

お
よ
び
用
地
購
入
な
ど
の
業
務
を

進
め
て
お
り
、本
年
度
か
ら
２
カ

年
で
物
件
移
転
と
用
地
取
得
の
完

了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、敷
地

内
外
構
１
工
事
が
竣
工
し
ま
し
た
。

今
後
は
、大
篠
公
民
館
の
解
体
を

含
む
敷
地
内
外
構
２
工
事
の
発
注

を
進
め
ま
す
。

　
新
図
書
館
建
設
は
、物
件
移
転

お
よ
び
用
地
購
入
な
ど
の
業
務
を

進
め
て
お
り
、本
年
度
か
ら
２
カ

年
で
物
件
移
転
と
用
地
取
得
の
完

了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、敷
地

内
外
構
１
工
事
が
竣
工
し
ま
し
た
。

今
後
は
、大
篠
公
民
館
の
解
体
を

含
む
敷
地
内
外
構
２
工
事
の
発
注

を
進
め
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
整
備

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
整
備

　
長
岡
小
学
校
の「
め
だ
か
学
童

ク
ラ
ブ
」の
新
築
工
事
が
７
月
に
完

了
し
、新
し
い
施
設
で
の
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
長
岡
小
学
校
の「
め
だ
か
学
童

ク
ラ
ブ
」の
新
築
工
事
が
７
月
に
完

了
し
、新
し
い
施
設
で
の
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　平
山
耕
三
市
長
は
、
各
議
案
の

提
案
説
明
に
先
立
ち
、
市
政
の
主

要
な
課
題
を
報
告
し
ま
し
た
。
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

市  政  報  告市  政  報  告

健
全
度
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率

は
7.8
％
で
対
前
年
度
比
0.5
ポ
イ
ン

ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、対

前
年
度
比
１
億
２
５
４
９
万
円
、

3.0
％
減
の
40
億
５
５
５
５
万
４
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、臨
時

財
政
対
策
債
は
対
前
年
度
比
５
億

８
９
０
０
万
５
千
円
、71
．９
％
減

の
２
億
２
９
７
２
万
５
千
円
と
な

り
、合
計
で
は
７
億
１
４
４
９
万

５
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、適
切
に
収
支
を
見
込

む
こ
と
に
よ
り
、引
き
続
き
、健
全

な
財
政
運
営
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

健
全
度
を
示
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実
質
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債
費
比
率

は
7.8
％
で
対
前
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比
0.5
ポ
イ
ン

ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
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度
の
普
通
交
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は
、対
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比
１
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５
４
９
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、

3.0
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の
40
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５
５
５
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４
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た
、臨
時

財
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対
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は
対
前
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比
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０
０
万
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千
円
、71
．９
％
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の
２
億
２
９
７
２
万
５
千
円
と
な

り
、合
計
で
は
７
億
１
４
４
９
万

５
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、適
切
に
収
支
を
見
込

む
こ
と
に
よ
り
、引
き
続
き
、健
全

な
財
政
運
営
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

　「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
、生
き
ら
れ
る
こ
と
は
、大
切

な
こ
と
で
す
。そ
し
て
、お
互
い
の

違
い
や
良
さ
を
尊
重
し
、認
め
合
い
、

支
え
合
う
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で

す
。南
国
市
は
、性
の
あ
り
方
に
関

わ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、多

様
性
や
お
互
い
の
価
値
観
を
認
め

合
い
、誰
も
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、共
に
生
き
る
心
を
大
切
に
す

る
、住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
、こ
こ
に
宣
言
し

ま
す
。」

　
こ
の
宣
言
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
理

解
し
、多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
、

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
の
実
現

に
つ
な
げ
ま
す
。

　「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
、生
き
ら
れ
る
こ
と
は
、大
切

な
こ
と
で
す
。そ
し
て
、お
互
い
の

違
い
や
良
さ
を
尊
重
し
、認
め
合
い
、

支
え
合
う
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で

す
。南
国
市
は
、性
の
あ
り
方
に
関

わ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、多

様
性
や
お
互
い
の
価
値
観
を
認
め

合
い
、誰
も
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、共
に
生
き
る
心
を
大
切
に
す

る
、住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
、こ
こ
に
宣
言
し

ま
す
。」

　
こ
の
宣
言
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
理

解
し
、多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
、

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
の
実
現

に
つ
な
げ
ま
す
。

不
妊
治
療
費
の
助
成

不
妊
治
療
費
の
助
成

　
保
険
適
用
と
な
ら
な
い
43
歳
以

上
の
方
お
よ
び
治
療
内
容
に
よ
り

自
己
負
担
額
が
増
加
す
る
43
歳
未

満
の
方
に
対
し
て
、一
般
不
妊
治
療

お
よ
び
特
定
不
妊
治
療
の
費
用
を

助
成
す
る
こ
と
で
、経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
保
険
適
用
と
な
ら
な
い
43
歳
以

上
の
方
お
よ
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治
療
内
容
に
よ
り

自
己
負
担
額
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加
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る
43
歳
未

満
の
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に
対
し
て
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般
不
妊
治
療

お
よ
び
特
定
不
妊
治
療
の
費
用
を

助
成
す
る
こ
と
で
、経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
市
税
徴
収
実
績

は
、徴
収
額
60
億
６
２
６
３
万
円
、

徴
収
率
98
．25
％
で
、前
年
度
か
ら

徴
収
額
で
８
６
０
９
万
円
減
少
し

ま
し
た
が
、徴
収
率
は
０
．69
ポ
イ

ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。減

収
の
主
な
要
因
は
、３
年
に
一
度
の

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ
り

家
屋
の
調
定
額
が
下
が
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
税
収
に
対
す
る
影

響
は
わ
ず
か
で
し
た
。軽
自
動
車
税

は
４
９
３
万
円
、た
ば
こ
税
は
２

３
４
４
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、三
税
協
力
体
制
を
推

進
し
つ
つ
、税
の
公
平
性
、収
入
未

済
額
の
削
減
お
よ
び
徴
収
率
の
向

上
を
図
り
、自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
市
税
徴
収
実
績

は
、徴
収
額
60
億
６
２
６
３
万
円
、

徴
収
率
98
．25
％
で
、前
年
度
か
ら

徴
収
額
で
８
６
０
９
万
円
減
少
し

ま
し
た
が
、徴
収
率
は
０
．69
ポ
イ

ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。減

収
の
主
な
要
因
は
、３
年
に
一
度
の

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ
り

家
屋
の
調
定
額
が
下
が
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
税
収
に
対
す
る
影

響
は
わ
ず
か
で
し
た
。軽
自
動
車
税

は
４
９
３
万
円
、た
ば
こ
税
は
２

３
４
４
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、三
税
協
力
体
制
を
推

進
し
つ
つ
、税
の
公
平
性
、収
入
未

済
額
の
削
減
お
よ
び
徴
収
率
の
向

上
を
図
り
、自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
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マイナンバー
カードの
休日交付の
お知らせ

■とき／１０月２日（日）、２２日（土）
　　　　８：３０～１２：００
■ところ／南国市役所1階　市民課

※必ず事前に予約をお願いします。
マイナンバー専用窓口・予約電話番号　
０８８-８６３-２９２０

マイナポイント第2弾実施中！！マイナポイント第2弾実施中！！
マイナポイント最大20,000円分マイナポイント最大20,000円分
　2022年9月末までにマイナンバーカードを新規に申請された方は、
2023年２月末までに申込みをすると最大20,000円分のポイントが
受け取れます。受け取ったポイントは市内量販店やコンビニなどでのお買
い物に使うことができます。

■ご自身で申し込む
　専用アプリをインストールしてスマートフォンから、またはパソコンから
　専用サイトで申し込みができます。
　（パソコンでの申し込みの場合はカードリーダーが必要です。）

■市役所の窓口で申し込む
　１階市民課窓口で申込みのお手伝いをしています。予約不要ですが、新規交付の方を優先しますので、お待

たせする場合があります。
 ・ 持参していただくもの：①マイナンバーカード　②利用者証明用電子証明書暗証番号（カードを受取（申請）

した際に設定した数字４桁）　③マイナポイントを付与したいキャッシュレス決済サービスのID、セキュリ
ティコード　④カード本人の口座情報が確認できるもの

※④は公金受取口座の登録をする際に必要になります。既に登録されている方は必要ありません。
※マイナポイントはキャッシュレス決済サービスでポイントを受取ることができる仕組みです。商品券や銀行口座に現金が

入金されるものではありません。

　８月２０日から９月３０日までにマイナンバーカードを新規申請された方のうち、１０月３１日までにカード
を受取られた方が対象です。なお、対象期間中でもプレゼントがなくなり次第終了します。

マイナンバーカード交付のお知らせが届いている方で、まだお受け取りになっていない
方は、ぜひご利用ください。

■問い合わせ／市民課市民係　☎０８８－８８０－６５７４

予約専用サイト

マイナポイントの受け取り方法マイナポイントの受け取り方法

マイナンバーカード普及キャンペーン　新米２㎏プレゼントについてマイナンバーカード普及キャンペーン　新米２㎏プレゼントについて

※①はカード取得者でマイナポイント第一弾に申し込んでいない人も受け取ることができます。

7,500円分
健康保険証としての
利用申込みで

5,000円分
マイナンバーカードの
新規取得等※①で
最
大 7,500円分

公金受取口座の登録で

詳しい手続き方法
についてはこちら→

新型コロナワクチン接種

5ヵ月経過

１．対象者１．対象者
初回接種（１・２回目接種）を完了した12歳以上の全ての方

２．使用するワクチンと接種回数２．使用するワクチンと接種回数
オミクロン株（ＢＡ．１型）とオリジナル株の両方に対応した２価ワクチンを１回接種

【ファイザー社製（12歳以上）】【モデルナ社製（18歳以上）】

３．開始時期　10月１日３．開始時期　10月１日
10月１日から開始するオミクロン株対応ワクチンは、次の順で接種を開始します。
①重症化リスクが高い等の理由で４回目接種の対象となっている方のうち、４回目を未接種の方
②３回目を未接種の方
③上記以外の方（３回目接種済みの60歳未満の方で４回目接種券未送付の方）

４．接種間隔４．接種間隔
前回の接種日から５カ月経過後から接種可能

５．接種券の発送時期５．接種券の発送時期

　接種券の同封文書などをご確認いただき、接種のメリットとデメリットについて本人と保護者が十分に理解し
たうえで接種の判断をしてください。なお、ワクチンは１・２回目と同じワクチンを使用します。
■対象者と接種券：２回目接種の完了から５カ月経過している方に順次発送します。

※すでに３回目・４回目の接種券を発送済みで当該接種回を
未接種の方は、お持ちの接種券を利用することができます。

※接種券を紛失・破棄等された場合は、再発行の申請をお願
いします。

※南国市へ転入された方は、接種券発行申請が必要です。

３回目接種済の60歳未満の方で、現在は４回目接種の
対象者でない方

上記以外で２回目・３回目・４回目接種完了日から５カ月
が経過していない方

お気軽に
■問い合わせ

対象者

接種者数
と接種率

9/5時点

5～11歳
接種者数
412人

１回目
接種率

15.26％
接種者数
376人

２回目
接種率

13.93％

10月中旬以降

前回の接種日から5ヶ月経過する頃

発送予定時期

※令和４年９月６日時点の国からの情報をもとに計画しています。
　今後、国の通知やワクチン配分の状況により変更することがあります。ご注意

転入発行申請 再発行申請

　９月３０日をもって南国市の領石支所、岡豊支所、十市支所を廃止し、１０月から下記の３か所の郵便局に「住民
票の写し」などの証明発行業務を委託します。
　なお、１０月１日～１０月4日は移設工事のため、証明発行は１０月５日（水）から開始予定です。工事期間中はご
不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

１０月５日（水）から、３つの郵便局で証明書の発行を始めます！

領石支所　→　領石郵便局へ　　　　◎証明書の交付時間　　　　　
岡豊支所　→　南国岡豊郵便局へ　　　9：00～17：00（土・日・祝日・12/29～1/3除く）
十市支所　→　南国十市郵便局へ

ワクチン接種に関する相談　
☎８６３－５５２３（平日９時～16時）

新型コロナウイルス感染症に関する相談
☎８６４－１８３２（平日８時30分～17時15分）

オミクロン株対応ワクチンについて

小児（５～11歳）３回目接種について

■問い合わせ／市民課市民係　☎０８８－８８０－６５７４

南国にじいろ宣言 ～南国市パートナーシップ登録制度が始まります～
　昨年９月に「南国市人権を尊重するまちづくり条例」を制定しました。この条例の目的である市民一人ひとり
が思いやりの心を持ち、様々な立場に立って考え、お互いを理解し、多様性を認め合い、すべての人の人権が
尊重される社会の実現を目指し、人権を尊重するまちづくりに取り組むために、南国にじいろ宣言をしました。
（宣言文）（宣言文）

１１月から開始される「パートナーシップ登録制度」とは

■問い合わせ／総務課じんけん係　☎８６４－０１６０

じんけん係からのお知らせ
じんけん係からのお知らせ

シリーズ国営ほ場整備

久枝工区・能間工区の工事の進展
6 月より開始した、久枝工区および能間工区の工事の
進展をお知らせします。

　～工程～
　①表土はぎ取り
　②雑物除去
　③整地工
　　（基盤切盛、道路・用排水路配備等）
　④整地工（基盤整地）
　⑤表土戻し、耕起

※写真は久枝工区の様子です。

　工事は令和５年３月に完了予定です。
　今後も工事の進展をお知らせしていきます。
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■問い合わせ／農地整備課　☎８８０－６５８６

実施中

　誰もが自分らしく生きること、生きられることは、大切なことです。
　そして、お互いの違いや良さを尊重し、認め合い、支え合うことは必要なことです。
　南国市は、性のあり方に関わる差別や偏見をなくし、多様性やお互いの価値観を認め合い、誰もが個
人として尊重され、共に生きる心を大切にする、住みやすいまちづくりを目指すことを、ここに宣言します。

　この登録制度は、お互いを人生のパートナーとして、
日常生活において相互に協力し合うことを約束したお
二人がパートナーシップの関係であると市に届け出
て、登録を行う制度です。
　誰もが、自分らしく生きることのできるようなまち
づくりを目指していきます。
　性のあり方に関し「性的指向」「性自認」について
も人権課題のひとつとして捉え、ＬＧＢＴＱ＋（性的マ
イノリティ）の方への差別や偏見などの解消に向け、
社会的理解を深め、多様性を認め合い、共に生きてい
くことにつなげる取り組みとして、登録制度を創設し
ました。
　この登録制度により利用可能な行政サービスは、市
ホームページでお知らせします。

ＬＧＢＴＱ＋とは、性的マイノリティ（性的少数者）の総称とし
て使われる頭文字を並べた言葉です。

【Ｌｅｓｂｉａｎ レズビアン】
こころの性が女性で、好きになる性も女性

【Ｇａｙ ゲイ】
こころの性が男性で、好きになる性も男性

【Ｂｉｓｅｘｕａｌ バイセクシュアル】
好きになる性が男性・女性の両方

【Ｔｒａｎｓｇｅｎｄｅｒ トランスジェンダー】
からだの性とこころの性が異なる

【Ｑｕｅｓｔｉｏｎｉｎｇ クエスチョニング】
自分の性のあり方が自分でもわからない。自分の性のあり
方を探している途中である。性別を決めたくない。

【Ｑｕｅｅｒ クィア】
性的マイノリティの総称のひとつ。差別的に使われる意味
だったが、最近は当事者が自称する表現として使われている。

【＋】…ほかにも様々な性のあり方があることを示す。

南国にじいろ宣言南国にじいろ宣言

　
南
国
市
国
際
交
流
協
会（
通
称

：N
I
A
）

は
今
年
11
月
に
創
立
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。今

回
は
会
員
で
あ
る
今
井
多
衣
子
さ
ん
、東
條

美
紀
さ
ん
、永
野
さ
ち
さ
ん
に
、設
立
当
初
か

ら
今
後
の
展
望
ま
で
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　　
＊

協
会
の
発
足

　
南
国
市
国
際
交
流
協
会
は
、主
に
高
知
大

学
の
留
学
生
へ
の
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
色
々
な
方
が
ひ
と

つ
と
な
り
、２
０
０
２
年
に
市
民
に
開
か
れ

る
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
足
当
時
の
会
員
は
60
人
。南
国
市
内
に
在

住
の
外
国
人
は
少
な
く
、「
知
ら
な
い
外
国
人

は
い
な
い
！
」と
い
う
く
ら
い
の
関
係
で
活
動

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、困
っ
た
人
が
い
た

ら
、す
ぐ
に
声
が
か
け
ら
れ
る
距
離
間
で
し
た
。

日
本
語
ク
ラ
ス
を
始
め
よ
う

　
設
立
か
ら
２
年
間
は
文
化
交
流
を
メ
イ
ン
に

活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、農
学
部
留
学
生
の
家
族

が
日
本
語
を
学
ぶ
と
こ
ろ
が
な
く
困
っ
て
い
ま

し
た
。留
学
生
は
研
究
に
つ
い
て
は
英
語
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、そ
の
家
族
が
生
活
を
し
て

い
く
た
め
に
は
、日
本
語
学
習
が
不
可
欠
で
し

た
。そ
の
た
め
、2
0
0
4
年
に
日
本
語
ク
ラ
ス

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
当
初
の
参
加
者
は
、留
学
生
の
家
族
や
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、設
立
か
ら
20
年
が
た

ち
、技
能
実
習
生
、会
社
員
、日
本
人
の
配
偶
者

な
ど
も
増
え
て
き
ま
し
た
。　

　
日
本
語
ク
ラ
ス
で
は
、年
１
回
、日
本
語
発
表

会
が
あ
り
ま
す
。そ
の
日
は
前
々
か
ら
準
備
し
た

ス
ピ
ー
チ
や
劇
、踊
り
な
ど
を
通
し
て
日
頃
の
成

果
を
披
露
し
ま
す
。２
０
１
２
年
に
は
香
南
市
の

弁
天
座
で
行
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
交
流
を
た
く
さ
ん
の
人
と

　
20
年
間
の
間
に
は
、や
さ
し
い
日
本
語
字
幕
付

き
の
狂
言
鑑
賞
、人
気
の
あ
る
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク

パ
ー
テ
ィ
ー
や
料
理
教
室
、バ
ス
ツ
ア
ー
、本
格
的

な
避
難
訓
練
な
ど
日
本
人
も
外
国
人
も
一
緒
に

楽
し
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
り
は

じ
め
た
３
年
前
か
ら
は
、日
本
語
ク
ラ
ス
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
も
始
ま
り
、本
山
町
や
安
芸
市
な
ど

遠
く
離
れ
た
地
域
の
方
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
知
り
合
い
に
な
る

　
行
政
や
病
院
の
間
に
入
っ
て
専
門
的
な
問
題

解
決
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、日

本
語
が
分
か
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
困
り

ご
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
例
え
は
、ご
み
の
集
積
所
の
場
所
は
わ
か
る
け

れ
ど
、回
収
日
の
表
示
が
読
め
な
い
、と
い
っ
た
こ

と
で
す
。

　
も
し
、地
域
の
人
た
ち
が
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

外
国
人
と
知
り
合
い
で
あ
れ
ば
、や
さ
し
い
日
本

語
で
気
軽
に
話
す
だ
け
で
、す
ぐ
に
解
決
で
き
ま

す
。

　
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
地
域
と
外
国
人
を
結
ぶ
橋
渡
し
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も 

も
っ
と
広
く

　
県
内
に
は
、他
に
も
国
際
交
流
協
会
が
あ
り
ま

す
が
、南
国
市
よ
り
東
に
は
ま
だ
協
会
が
あ
り
ま

せ
ん
。２
年
前
か
ら
国
や
県
が
中
心
と
な
っ
て
地

域
日
本
語
講
座
を
始
め
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｉ
Ａ
は
そ

の
先
達
と
し
て
、活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
会
員
数
は
１
４
０
名
に
な
り
、い
ろ
ん
な

特
技
を
持
っ
て
い
る
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。そ

の
力
を
発
揮
で
き
る
場
所
を
作
っ
て
い
け
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
い
ろ
ん
な
地
域
に
少
し
ず
つ
で

も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
初
期
か
ら
の
会
員
で
あ
る
３
人
の
お
話
は
魅

力
的
で
、尽
き
る
こ
と
な
く
、そ
の
熱
意
に
よ
っ

て
20
年
間
協
会
が
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

N
I
A
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　「
共
に
い
き
る
共
に
ま
な
ぶ
」を
合
い
言
葉
に

し
て
、日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
日
本
文
化
体
験

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に

N
I
A
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

南
国
市
国
際
交
流
協
会 

20
周
年
を
迎
え
ま
す

20
周
年
活
動
展「
ひ
ら
け
ゴ
マ
」

　
南
国
市
国
際
交
流
協
会（
Ｎ
Ｉ
Ａ
）設
立
20
周
年
を
記

念
し
て
、Ｎ
Ｉ
Ａ
が
発
行
し
て
き
た
国
際
交
流
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
紙「
ひ
ら
け
ゴ
マ
」を
展
示
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

Ｎ
Ｉ
Ａ
の
活
動
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
20
日
㈰
13
時
か
ら
27
日
㈰
15
時
ま
で

■
場
所
／
南
国
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
み
あ
ー
れ
！
）

　
　
　
　
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１

■
連
絡
先
／
Ｎ
Ｉ
Ａ
事
務
局
　
土
橋
　
愛

　
☎
０
９
０
・
５
２
７
０
・
５
１
６
０   

　
　aitsuchi@
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南国にじいろ宣言 ～南国市パートナーシップ登録制度が始まります～
　昨年９月に「南国市人権を尊重するまちづくり条例」を制定しました。この条例の目的である市民一人ひとり
が思いやりの心を持ち、様々な立場に立って考え、お互いを理解し、多様性を認め合い、すべての人の人権が
尊重される社会の実現を目指し、人権を尊重するまちづくりに取り組むために、南国にじいろ宣言をしました。
（宣言文）（宣言文）

１１月から開始される「パートナーシップ登録制度」とは

■問い合わせ／総務課じんけん係　☎８６４－０１６０

じんけん係からのお知らせ
じんけん係からのお知らせ

シリーズ国営ほ場整備

久枝工区・能間工区の工事の進展
6 月より開始した、久枝工区および能間工区の工事の
進展をお知らせします。

　～工程～
　①表土はぎ取り
　②雑物除去
　③整地工
　　（基盤切盛、道路・用排水路配備等）
　④整地工（基盤整地）
　⑤表土戻し、耕起

※写真は久枝工区の様子です。

　工事は令和５年３月に完了予定です。
　今後も工事の進展をお知らせしていきます。
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■問い合わせ／農地整備課　☎８８０－６５８６

実施中

　誰もが自分らしく生きること、生きられることは、大切なことです。
　そして、お互いの違いや良さを尊重し、認め合い、支え合うことは必要なことです。
　南国市は、性のあり方に関わる差別や偏見をなくし、多様性やお互いの価値観を認め合い、誰もが個
人として尊重され、共に生きる心を大切にする、住みやすいまちづくりを目指すことを、ここに宣言します。

　この登録制度は、お互いを人生のパートナーとして、
日常生活において相互に協力し合うことを約束したお
二人がパートナーシップの関係であると市に届け出
て、登録を行う制度です。
　誰もが、自分らしく生きることのできるようなまち
づくりを目指していきます。
　性のあり方に関し「性的指向」「性自認」について
も人権課題のひとつとして捉え、ＬＧＢＴＱ＋（性的マ
イノリティ）の方への差別や偏見などの解消に向け、
社会的理解を深め、多様性を認め合い、共に生きてい
くことにつなげる取り組みとして、登録制度を創設し
ました。
　この登録制度により利用可能な行政サービスは、市
ホームページでお知らせします。

ＬＧＢＴＱ＋とは、性的マイノリティ（性的少数者）の総称とし
て使われる頭文字を並べた言葉です。

【Ｌｅｓｂｉａｎ レズビアン】
こころの性が女性で、好きになる性も女性

【Ｇａｙ ゲイ】
こころの性が男性で、好きになる性も男性

【Ｂｉｓｅｘｕａｌ バイセクシュアル】
好きになる性が男性・女性の両方

【Ｔｒａｎｓｇｅｎｄｅｒ トランスジェンダー】
からだの性とこころの性が異なる

【Ｑｕｅｓｔｉｏｎｉｎｇ クエスチョニング】
自分の性のあり方が自分でもわからない。自分の性のあり
方を探している途中である。性別を決めたくない。

【Ｑｕｅｅｒ クィア】
性的マイノリティの総称のひとつ。差別的に使われる意味
だったが、最近は当事者が自称する表現として使われている。

【＋】…ほかにも様々な性のあり方があることを示す。

南国にじいろ宣言南国にじいろ宣言
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な
ど
色
々
な
方
が
ひ
と

つ
と
な
り
、２
０
０
２
年
に
市
民
に
開
か
れ

る
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
足
当
時
の
会
員
は
60
人
。南
国
市
内
に
在

住
の
外
国
人
は
少
な
く
、「
知
ら
な
い
外
国
人

は
い
な
い
！
」と
い
う
く
ら
い
の
関
係
で
活
動

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、困
っ
た
人
が
い
た

ら
、す
ぐ
に
声
が
か
け
ら
れ
る
距
離
間
で
し
た
。

日
本
語
ク
ラ
ス
を
始
め
よ
う

　
設
立
か
ら
２
年
間
は
文
化
交
流
を
メ
イ
ン
に

活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、農
学
部
留
学
生
の
家
族

が
日
本
語
を
学
ぶ
と
こ
ろ
が
な
く
困
っ
て
い
ま

し
た
。留
学
生
は
研
究
に
つ
い
て
は
英
語
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、そ
の
家
族
が
生
活
を
し
て

い
く
た
め
に
は
、日
本
語
学
習
が
不
可
欠
で
し

た
。そ
の
た
め
、2
0
0
4
年
に
日
本
語
ク
ラ
ス

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
当
初
の
参
加
者
は
、留
学
生
の
家
族
や
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、設
立
か
ら
20
年
が
た

ち
、技
能
実
習
生
、会
社
員
、日
本
人
の
配
偶
者

な
ど
も
増
え
て
き
ま
し
た
。　

　
日
本
語
ク
ラ
ス
で
は
、年
１
回
、日
本
語
発
表

会
が
あ
り
ま
す
。そ
の
日
は
前
々
か
ら
準
備
し
た

ス
ピ
ー
チ
や
劇
、踊
り
な
ど
を
通
し
て
日
頃
の
成

果
を
披
露
し
ま
す
。２
０
１
２
年
に
は
香
南
市
の

弁
天
座
で
行
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
交
流
を
た
く
さ
ん
の
人
と

　
20
年
間
の
間
に
は
、や
さ
し
い
日
本
語
字
幕
付

き
の
狂
言
鑑
賞
、人
気
の
あ
る
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク

パ
ー
テ
ィ
ー
や
料
理
教
室
、バ
ス
ツ
ア
ー
、本
格
的

な
避
難
訓
練
な
ど
日
本
人
も
外
国
人
も
一
緒
に

楽
し
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
り
は

じ
め
た
３
年
前
か
ら
は
、日
本
語
ク
ラ
ス
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
も
始
ま
り
、本
山
町
や
安
芸
市
な
ど

遠
く
離
れ
た
地
域
の
方
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
知
り
合
い
に
な
る

　
行
政
や
病
院
の
間
に
入
っ
て
専
門
的
な
問
題

解
決
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、日

本
語
が
分
か
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
困
り

ご
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
例
え
は
、ご
み
の
集
積
所
の
場
所
は
わ
か
る
け

れ
ど
、回
収
日
の
表
示
が
読
め
な
い
、と
い
っ
た
こ

と
で
す
。

　
も
し
、地
域
の
人
た
ち
が
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

外
国
人
と
知
り
合
い
で
あ
れ
ば
、や
さ
し
い
日
本

語
で
気
軽
に
話
す
だ
け
で
、す
ぐ
に
解
決
で
き
ま

す
。

　
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
地
域
と
外
国
人
を
結
ぶ
橋
渡
し
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も 

も
っ
と
広
く

　
県
内
に
は
、他
に
も
国
際
交
流
協
会
が
あ
り
ま

す
が
、南
国
市
よ
り
東
に
は
ま
だ
協
会
が
あ
り
ま

せ
ん
。２
年
前
か
ら
国
や
県
が
中
心
と
な
っ
て
地

域
日
本
語
講
座
を
始
め
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｉ
Ａ
は
そ

の
先
達
と
し
て
、活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
会
員
数
は
１
４
０
名
に
な
り
、い
ろ
ん
な

特
技
を
持
っ
て
い
る
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。そ

の
力
を
発
揮
で
き
る
場
所
を
作
っ
て
い
け
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
い
ろ
ん
な
地
域
に
少
し
ず
つ
で

も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
初
期
か
ら
の
会
員
で
あ
る
３
人
の
お
話
は
魅

力
的
で
、尽
き
る
こ
と
な
く
、そ
の
熱
意
に
よ
っ

て
20
年
間
協
会
が
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

N
I
A
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　「
共
に
い
き
る
共
に
ま
な
ぶ
」を
合
い
言
葉
に

し
て
、日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
日
本
文
化
体
験

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に

N
I
A
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

南
国
市
国
際
交
流
協
会 

20
周
年
を
迎
え
ま
す

20
周
年
活
動
展「
ひ
ら
け
ゴ
マ
」

　
南
国
市
国
際
交
流
協
会（
Ｎ
Ｉ
Ａ
）設
立
20
周
年
を
記

念
し
て
、Ｎ
Ｉ
Ａ
が
発
行
し
て
き
た
国
際
交
流
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
紙「
ひ
ら
け
ゴ
マ
」を
展
示
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

Ｎ
Ｉ
Ａ
の
活
動
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
20
日
㈰
13
時
か
ら
27
日
㈰
15
時
ま
で

■
場
所
／
南
国
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
み
あ
ー
れ
！
）

　
　
　
　
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１

■
連
絡
先
／
Ｎ
Ｉ
Ａ
事
務
局
　
土
橋
　
愛

　
☎
０
９
０
・
５
２
７
０
・
５
１
６
０   

　
　aitsuchi@

yahoo.co.jp
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　近い将来必ず来る南海トラフ地震や、頻発する豪雨災害
に対して地域防災力の向上が大切です。そこで、将来の地
域防災リーダーを若い世代に担ってほしいと願い、「なんこ
く防災士養成講座」を開催しました。８月１３日㈯、１４
㈰の２日間で、市内中学生４６名の参加がありました。
　参加した生徒から、「防災士は災害時に活躍するだけだ
と思っていたけど、講習を受けて訓練等でリーダー役を果
たしたり、災害時以外にも幅広い場面で活躍できるという
事が分かりました。学んだことを家族に教えたり、最大限
の共助をし、地域の人を一人でも助けられるようにしたい
です。」などの感想が寄せられました。
　今後の地域防災リーダーとしての活躍を期待しています。

開催日時：１１月１３日（日）9：00～11：30
会　　場：物部川右岸河川敷（ごめん・なはり線下流）※高知新港からの中継予定
訓練内容：南海トラフ地震発生後の大規模津波発生を想定して国、県、市、自衛隊、消防、警察などの防災機関

が広域的かつ実践的な訓練をします。当日は、事前に撮影したスポーツセンター津波避難施設での避難
訓練、ヘリによる救助訓練の様子が映し出されます。訓練状況は Youtubeでリアルタイム配信を行いま
すのでご視聴ください。

キキクル（危険度分布）

大規模津波防災総合訓練 を実施します！

なんこく防災士養成講座

■問い合わせ／危機管理課　☎８８０－６５７５

ホームページ⇒
Youtube
配信⇒

気象庁キキクルはこちらから　⇒
https://www.jma.go.jp/bosai/risk

命に危険が及ぶ災害が切迫
災害がすでに発生している
可能性が高い状況

命に危険が及ぶ災害がいつ発生しても
おかしくない状況

災害への警戒が必要な状況

災害への注意が必要な状況

（立ち退き避難がかえって危険な場合）
命の危険
直ちに身の安全を確保！

安全な場所（災害計画区域等の外）へ
避難する。

高齢者等は安全な場所（災害計画区域等の
外）へ避難する。高齢者等以外の方も、避難
の準備をしたり、避難の判断をする。

今後の情報や周囲の状況、
雨の降り方に留意する。

避難行動を確認する。
今後の情報に留意する。

災　害
切　迫

危　険

警　戒

注　意

今後の
情報等
に留意

意　味 状　況 行　動　例

- 安きに居て危うきを思う -
やす あり あや おも

居安思危
こ あん し き

居安思危
こ あん し き

地域防災力の向上にむけて地域防災力の向上にむけて
なんこく防災士養成講座を開催しました！

※当日の訓練会場周辺では、大きな飛行音がしますがご了承ください。
　なお、やむを得ず訓練を中止する場合があります。
　詳しくはホームページなどをご覧ください。

コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）で備品を整備しましたコミュニティ助成事業（宝くじ助成金）で備品を整備しました

岩村地区防災連合会
　災害時の避難所のよりよい
環境整備のため、資機材収納
用物置や可搬式災害用トイレ、
発電機などを整備しました。

長岡西部地区内連携協議会
　地域で作られた太鼓を修
繕・整備したことで、地域の祭
りを守り、今後、さらに盛り上
げていくことが期待されます。
　また、助成を希望される団
体は、お問い合わせください。

南国市消防団
　南海トラフ巨大地震にお
いて、倒壊家屋からの人命救
助は喫緊の課題となってお
り、計画的に救助用資器材を
整備しています。

南国市女性防火クラブ連合会
　防火・防災普及啓発活動の
推進を図るとともに、救命講
習などを通じて地域ぐるみの
防災体制づくりを目指すこと
を目的として活動しています。

宝くじの社会貢献広報事業である「コミュニティ助成事業」を活用して、各種資機材を整備しました。
この事業は、（一財）自治総合センターが、コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備などに助
成を行うものです。

■問い合わせ
　危機管理課危機管理係
　☎８８０－６５７５

■問い合わせ
　企画課企画調整係
　☎８８０－６５５３

■問い合わせ
　消防本部予防課
　☎８６３－３５１１

■問い合わせ
　消防本部総務課
　☎８６３－３５１１

トイレ用テント 自吸式防災担架
心肺蘇生訓練用マネキンセット
とＡＥＤトレーナー

祭
り
用
の
太
鼓
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▲7／28

▲8／26

ゴメンジャースケッチ会ゴメンジャースケッチ会ゴメンジャースケッチ会ゴメンジャースケッチ会7
17

十市・緑ヶ丘高齢者教室十市・緑ヶ丘高齢者教室十市・緑ヶ丘高齢者教室十市・緑ヶ丘高齢者教室

　きりっと晴れた快晴のもと、久しぶりの
軽トラ市と同時開催で、ものづくりアトリ
エteteでは、ゴメンジャーをモデルにス
ケッチ会がありました。
　たくさんの子どもたちが集まって、鉛筆
やカラーペンを使ってのびのびと描いてい
ました。短い時間でしたが、傑作ぞろい
の楽しいイベントとなりました。

7
4

物部川源流域に感謝米贈呈物部川源流域に感謝米贈呈物部川源流域に感謝米贈呈物部川源流域に感謝米贈呈8
10

　山田堰井筋土地改良区から、今年も南国
市で収穫された新米が、香美市物部町の8地
区108世帯へ民生委員さんのご協力を得て届
けられました。
　この運動は、物部川源流域で暮らす方々に
よる山の管理のおかげで毎年変わることなく
物部川の恩恵を受けられていることへの感謝
の気持ちをお米に託したものです。
　田植えの時期に渇水による長期の取水制
限もあり、その影響が心配でしたが、無事に
この日を迎えることができました。

　市内８カ所の高齢者教室のうち、十市・緑ヶ丘高齢者教室
で「健康講座」が開催されました。
　講師は昨年第50回医療功労賞を受賞された、理学療法士
の元明さん。元さんが考案した「元気体操」は市内のい
きいきサークルでも実施されています。「しあわせ」で健康に
過ごしていくための講話や、元気体操をおこない、和やかな
雰囲気の教室となりました。

小学生への高等学校進路説明会（岡豊小多目的ホール）小学生への高等学校進路説明会（岡豊小多目的ホール）小学生への高等学校進路説明会（岡豊小多目的ホール）小学生への高等学校進路説明会（岡豊小多目的ホール）6
30
　国府・久礼田・岡豊・白木谷・奈路小学校の6年生（奈路
小は5年生も含む）に向けて、市内4つの高等学校（高知農
業・高知東工業・岡豊・国立高知高専）に関心を持ってもら
うことなどを目的とした学校説明会が開催されました。
　各高等学校からは、写真やクイズなどを交えた説明があ
り、「小・中・高で基本をしっかりとしていたら、きっと将来
の役に立つ」「自分が何をしたいのか、自分発見をしてほし
い」などのメッセージを送っていました。児童からは「畑が
なくても農業はできますか」「どんな校則がありますか」な
どの質問も出されました。

行政相談委員田岡崇さん
総務大臣表彰受賞表敬訪問（市役所）

新任ALT エミリ先生
着任あいさつ（市役所）

スペシャルトークイベントスペシャルトークイベントスペシャルトークイベントスペシャルトークイベント7
17
　海洋堂と関わりがある南国市と四万十町が共催する「アリスの不思議なまちめぐり」の
キックオフイベントとして仮面ライダー1号を演じている「藤岡弘、」さんと、海洋堂の「宮脇セ
ンム」のトークイベントが開催されました。限定100人の募集はあっという間に埋まってしま
い、当日は老若男女たくさんの人が来場しました。
　藤岡さんは、世界中の貧困や紛争で苦しむ地域に支援へ行った時のお話や、現在も続けら
れている武道のことなどを語られました。
　観覧者からの質問コーナーもあり、充実した90分間のトークイベントでした。

南国市のホームページからダウンロードできます。受験資格などは試験案内でご確認ください。
市役所総合案内・総務課職員係でも配布しています。郵送での請求は、住所・氏名を記入し、
140円切手を貼った返信用封筒（角2）を同封してください。

総務課職員係　☎088－880－6551

平成９年４月２日から
平成17年４月１日までに生まれた方

10月７日（金）
17時まで

消防士

職　種 受　験　資　格 申込期限

■試験案内

第１次試験は、ご自身で質問に対する回答を録画し、投稿していただく録画動画面接と筆記試験を実施します。
録画動画面接は、実施期間内のお好きな時間にパソコンまたはスマートフォンでインターネットを利用して受験できる
形式となっています。詳細は試験案内でご確認ください。

「購入引換券」は、９月中旬頃から郵便局の「ゆうパック」で順次配達されています。
購入引換券は再発行できませんので、大切に保管してください。配達時にご不在の場合は、不在連絡
票が投函されますので、10月10日（月・祝）までに、再配達の手続きをとってください。
なお、期日までに再配達の手続きができなかった方は、下記必要書類をご用意のうえ、10月12日㈬以
降に市役所3階商工観光課に受け取りに来てください。

・ 来庁者の本人確認書類
  （運転免許証・マイナンバーカード・保険証など）
・ 郵便局の不在連絡票
　その他、別世帯の方が受け取りにくる場合は、
　原則委任状が必要です。

　商品券購入は、先着順ではありません。購入引換券をお持ちいただけ
れば、期間中は必ず購入できます。
　販売所などは、購入引換券に同封のチラシでご確認ください。南国市
または南国市商工会のホームページにも掲載されています。
※注意：期間を過ぎた購入引換券および商品券は使用できません。

■試験内容（第１次試験）

南国市のホームページからインターネット申込み ■申込方法　

■問い合わせ 試験案内はこちら⇒

南国市職員募集

なんこくプレミアム商品券2022購入についてなんこくプレミアム商品券2022購入について
購入引換券のお届け方法・時期

市役所で購入引換券を受け取る場合に
必要な書類（10月12日㈬以降～） 商品券購入引換期間 10月3日㈪～11月30日㈬

■問い合わせ／商工観光課商工観光係　　☎088-880-6560

（令和５年４月１日採用）

（右から）民生委員さん達６名と
山田堰理事長
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知育・徳育・体育・食育のバランスの
とれた教育活動を展開している

第
34
回

土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
祭
り

〜
10
月
の
南
国
市
は
花
火
月
間
〜

第
34
回

土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
祭
り

〜
10
月
の
南
国
市
は
花
火
月
間
〜

メインイベント１

メインイベント2

特
別
編

４週連続打上花火
■日時　10月１日（土）、８日（土）、15日（土）、
　　　　22日（土）　20時30分頃から約５分間
■打上場所　吾岡山文化の森
　

■日時　
■内容　

①わたしが好きな南国市フォトコンテスト　
　受賞者発表！
　‘映える’ 南国市を撮影し、Instagramに写真を投稿しよう★
　豪華景品がもらえるチャンス！
　●応募期間：10月1日（土）～10月20日（木）

②お化け屋敷 ～大工が本気でお化け屋敷を建てたらヤバすぎた !!～
　一般公開に先駆けて、YouTubeで一部お披露目！
　●一般公開：10月30日（日）10時～14時　　●入場無料
　●場所：海洋堂 SpaceFactoryなんこく３階
　●注意事項：先着80組限定。当日受付、整理券配布。10歳未満のお子様は保護者同伴。

③岡豊村塾歴史クイズ
　まほろば祭りで例年大人気！郷土史研究家 藤本先生によるクイズに答えてプレゼントをゲットしよう！

④スーパーバンド。ライブ！　まほろば祭りのステージでおなじみ、スーパーバンド。のミニライブを配信！

YouTubeライブ配信

①第１回にっぽん子供夜市
　10月8日（土）17:00～21:00
　場所／南国市土曜市
　内容／出店やステージイベント
②ナンコクスクールフェスティバル2022
　10月8日（土）、9日（日）10:00～15:00
　場所／海洋堂 SpaceFactoryなんこく
　内容／学生によるものづくり体験や展示のイベント
③ごめん teteマルシェVol.11
　10月30日（日）10:00～15:00
　場所／海洋堂 SpaceFactoryなんこく2階、横広場
　内容／オシャレ雑貨とグルメの販売

■問い合わせ／商工観光課（土佐のまほろば祭り運営委員会事務局）　☎088-880-6560■問い合わせ／商工観光課（土佐のまほろば祭り運営委員会事務局）　☎088-880-6560

10月の市内イベント情報 ④地産地消ごめんの軽トラ市
　10月30日（日） 9:00～13:00
　場所／後免町商店街
　内容／軽トラに載せた農産物などを販売
⑤ハロウィンコスプレパレード
　10月30日（日）
　場所／後免町商店街～
　　　　海洋堂 SpaceFactoryなんこく
　内容／仮装して商店街を練り歩こう！
⑥映える！？フォトプロップ体験
　10月30日（日）9:00～13:00
　場所／ものづくりアトリエ tete
　内容／仮装をして写真撮影をして
　　　　プレゼントをもらおう

たまや～

・祭り会場はありません。・打上場所へは入れません。
・周辺への路上駐車はご遠慮ください。
・フライト状況や天候により、打上時間の変動または中

止の可能性があります。
・お車の方は近隣のマルナカ南国店様、サニーアクシス

南国店様、レストラングドラック・サザンシティホテル
様をご利用の上、駐車場から花火をお楽しみください。

【
注
意
事
項
】

10月29日（土）19時から20時

配信やフォトコンテストの
参加方法の詳細は、
南国市観光協会の
HPをチェック



マイナンバー
カードの
休日交付の
お知らせ

■とき／１０月２日（日）、２２日（土）
　　　　８：３０～１２：００
■ところ／南国市役所1階　市民課

※必ず事前に予約をお願いします。
マイナンバー専用窓口・予約電話番号　
０８８-８６３-２９２０

マイナポイント第2弾実施中！！マイナポイント第2弾実施中！！
マイナポイント最大20,000円分マイナポイント最大20,000円分
　2022年9月末までにマイナンバーカードを新規に申請された方は、
2023年２月末までに申込みをすると最大20,000円分のポイントが
受け取れます。受け取ったポイントは市内量販店やコンビニなどでのお買
い物に使うことができます。

■ご自身で申し込む
　専用アプリをインストールしてスマートフォンから、またはパソコンから
　専用サイトで申し込みができます。
　（パソコンでの申し込みの場合はカードリーダーが必要です。）

■市役所の窓口で申し込む
　１階市民課窓口で申込みのお手伝いをしています。予約不要ですが、新規交付の方を優先しますので、お待

たせする場合があります。
 ・ 持参していただくもの：①マイナンバーカード　②利用者証明用電子証明書暗証番号（カードを受取（申請）

した際に設定した数字４桁）　③マイナポイントを付与したいキャッシュレス決済サービスのID、セキュリ
ティコード　④カード本人の口座情報が確認できるもの

※④は公金受取口座の登録をする際に必要になります。既に登録されている方は必要ありません。
※マイナポイントはキャッシュレス決済サービスでポイントを受取ることができる仕組みです。商品券や銀行口座に現金が

入金されるものではありません。

　８月２０日から９月３０日までにマイナンバーカードを新規申請された方のうち、１０月３１日までにカード
を受取られた方が対象です。なお、対象期間中でもプレゼントがなくなり次第終了します。

マイナンバーカード交付のお知らせが届いている方で、まだお受け取りになっていない
方は、ぜひご利用ください。

■問い合わせ／市民課市民係　☎０８８－８８０－６５７４

予約専用サイト

マイナポイントの受け取り方法マイナポイントの受け取り方法

マイナンバーカード普及キャンペーン　新米２㎏プレゼントについてマイナンバーカード普及キャンペーン　新米２㎏プレゼントについて

※①はカード取得者でマイナポイント第一弾に申し込んでいない人も受け取ることができます。

7,500円分
健康保険証としての
利用申込みで

5,000円分
マイナンバーカードの
新規取得等※①で
最
大 7,500円分

公金受取口座の登録で

詳しい手続き方法
についてはこちら→

新型コロナワクチン接種

5ヵ月経過

１．対象者１．対象者
初回接種（１・２回目接種）を完了した12歳以上の全ての方

２．使用するワクチンと接種回数２．使用するワクチンと接種回数
オミクロン株（ＢＡ．１型）とオリジナル株の両方に対応した２価ワクチンを１回接種

【ファイザー社製（12歳以上）】【モデルナ社製（18歳以上）】

３．開始時期　10月１日３．開始時期　10月１日
10月１日から開始するオミクロン株対応ワクチンは、次の順で接種を開始します。
①重症化リスクが高い等の理由で４回目接種の対象となっている方のうち、４回目を未接種の方
②３回目を未接種の方
③上記以外の方（３回目接種済みの60歳未満の方で４回目接種券未送付の方）

４．接種間隔４．接種間隔
前回の接種日から５カ月経過後から接種可能

５．接種券の発送時期５．接種券の発送時期

　接種券の同封文書などをご確認いただき、接種のメリットとデメリットについて本人と保護者が十分に理解し
たうえで接種の判断をしてください。なお、ワクチンは１・２回目と同じワクチンを使用します。
■対象者と接種券：２回目接種の完了から５カ月経過している方に順次発送します。

※すでに３回目・４回目の接種券を発送済みで当該接種回を
未接種の方は、お持ちの接種券を利用することができます。

※接種券を紛失・破棄等された場合は、再発行の申請をお願
いします。

※南国市へ転入された方は、接種券発行申請が必要です。

３回目接種済の60歳未満の方で、現在は４回目接種の
対象者でない方

上記以外で２回目・３回目・４回目接種完了日から５カ月
が経過していない方

お気軽に
■問い合わせ

対象者

接種者数
と接種率

9/5時点

5～11歳
接種者数
412人

１回目
接種率

15.26％
接種者数
376人

２回目
接種率

13.93％

10月中旬以降

前回の接種日から5ヶ月経過する頃

発送予定時期

※令和４年９月６日時点の国からの情報をもとに計画しています。
　今後、国の通知やワクチン配分の状況により変更することがあります。ご注意

転入発行申請 再発行申請

　９月３０日をもって南国市の領石支所、岡豊支所、十市支所を廃止し、１０月から下記の３か所の郵便局に「住民
票の写し」などの証明発行業務を委託します。
　なお、１０月１日～１０月4日は移設工事のため、証明発行は１０月５日（水）から開始予定です。工事期間中はご
不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

１０月５日（水）から、３つの郵便局で証明書の発行を始めます！

領石支所　→　領石郵便局へ　　　　◎証明書の交付時間　　　　　
岡豊支所　→　南国岡豊郵便局へ　　　9：00～17：00（土・日・祝日・12/29～1/3除く）
十市支所　→　南国十市郵便局へ

ワクチン接種に関する相談　
☎８６３－５５２３（平日９時～16時）

新型コロナウイルス感染症に関する相談
☎８６４－１８３２（平日８時30分～17時15分）

オミクロン株対応ワクチンについて

小児（５～11歳）３回目接種について

■問い合わせ／市民課市民係　☎０８８－８８０－６５７４
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南国にじいろ宣言 ～南国市パートナーシップ登録制度が始まります～
　昨年９月に「南国市人権を尊重するまちづくり条例」を制定しました。この条例の目的である市民一人ひとり
が思いやりの心を持ち、様々な立場に立って考え、お互いを理解し、多様性を認め合い、すべての人の人権が
尊重される社会の実現を目指し、人権を尊重するまちづくりに取り組むために、南国にじいろ宣言をしました。
（宣言文）（宣言文）

１１月から開始される「パートナーシップ登録制度」とは

■問い合わせ／総務課じんけん係　☎８６４－０１６０

じんけん係からのお知らせ
じんけん係からのお知らせ

シリーズ国営ほ場整備

久枝工区・能間工区の工事の進展
6 月より開始した、久枝工区および能間工区の工事の
進展をお知らせします。

　～工程～
　①表土はぎ取り
　②雑物除去
　③整地工
　　（基盤切盛、道路・用排水路配備等）
　④整地工（基盤整地）
　⑤表土戻し、耕起

※写真は久枝工区の様子です。

　工事は令和５年３月に完了予定です。
　今後も工事の進展をお知らせしていきます。

30

■問い合わせ／農地整備課　☎８８０－６５８６

実施中

　誰もが自分らしく生きること、生きられることは、大切なことです。
　そして、お互いの違いや良さを尊重し、認め合い、支え合うことは必要なことです。
　南国市は、性のあり方に関わる差別や偏見をなくし、多様性やお互いの価値観を認め合い、誰もが個
人として尊重され、共に生きる心を大切にする、住みやすいまちづくりを目指すことを、ここに宣言します。

　この登録制度は、お互いを人生のパートナーとして、
日常生活において相互に協力し合うことを約束したお
二人がパートナーシップの関係であると市に届け出
て、登録を行う制度です。
　誰もが、自分らしく生きることのできるようなまち
づくりを目指していきます。
　性のあり方に関し「性的指向」「性自認」について
も人権課題のひとつとして捉え、ＬＧＢＴＱ＋（性的マ
イノリティ）の方への差別や偏見などの解消に向け、
社会的理解を深め、多様性を認め合い、共に生きてい
くことにつなげる取り組みとして、登録制度を創設し
ました。
　この登録制度により利用可能な行政サービスは、市
ホームページでお知らせします。

ＬＧＢＴＱ＋とは、性的マイノリティ（性的少数者）の総称とし
て使われる頭文字を並べた言葉です。

【Ｌｅｓｂｉａｎ レズビアン】
こころの性が女性で、好きになる性も女性

【Ｇａｙ ゲイ】
こころの性が男性で、好きになる性も男性

【Ｂｉｓｅｘｕａｌ バイセクシュアル】
好きになる性が男性・女性の両方

【Ｔｒａｎｓｇｅｎｄｅｒ トランスジェンダー】
からだの性とこころの性が異なる

【Ｑｕｅｓｔｉｏｎｉｎｇ クエスチョニング】
自分の性のあり方が自分でもわからない。自分の性のあり
方を探している途中である。性別を決めたくない。

【Ｑｕｅｅｒ クィア】
性的マイノリティの総称のひとつ。差別的に使われる意味
だったが、最近は当事者が自称する表現として使われている。

【＋】…ほかにも様々な性のあり方があることを示す。

南国にじいろ宣言南国にじいろ宣言
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な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
困
り

ご
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
例
え
は
、ご
み
の
集
積
所
の
場
所
は
わ
か
る
け

れ
ど
、回
収
日
の
表
示
が
読
め
な
い
、と
い
っ
た
こ

と
で
す
。

　
も
し
、地
域
の
人
た
ち
が
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

外
国
人
と
知
り
合
い
で
あ
れ
ば
、や
さ
し
い
日
本

語
で
気
軽
に
話
す
だ
け
で
、す
ぐ
に
解
決
で
き
ま

す
。

　
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
地
域
と
外
国
人
を
結
ぶ
橋
渡
し
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も 

も
っ
と
広
く

　
県
内
に
は
、他
に
も
国
際
交
流
協
会
が
あ
り
ま

す
が
、南
国
市
よ
り
東
に
は
ま
だ
協
会
が
あ
り
ま

せ
ん
。２
年
前
か
ら
国
や
県
が
中
心
と
な
っ
て
地

域
日
本
語
講
座
を
始
め
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｉ
Ａ
は
そ

の
先
達
と
し
て
、活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
会
員
数
は
１
４
０
名
に
な
り
、い
ろ
ん
な

特
技
を
持
っ
て
い
る
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。そ

の
力
を
発
揮
で
き
る
場
所
を
作
っ
て
い
け
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
い
ろ
ん
な
地
域
に
少
し
ず
つ
で

も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
初
期
か
ら
の
会
員
で
あ
る
３
人
の
お
話
は
魅

力
的
で
、尽
き
る
こ
と
な
く
、そ
の
熱
意
に
よ
っ

て
20
年
間
協
会
が
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

N
I
A
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　「
共
に
い
き
る
共
に
ま
な
ぶ
」を
合
い
言
葉
に

し
て
、日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
日
本
文
化
体
験

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に

N
I
A
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

南
国
市
国
際
交
流
協
会 

20
周
年
を
迎
え
ま
す

20
周
年
活
動
展「
ひ
ら
け
ゴ
マ
」

　
南
国
市
国
際
交
流
協
会（
Ｎ
Ｉ
Ａ
）設
立
20
周
年
を
記

念
し
て
、Ｎ
Ｉ
Ａ
が
発
行
し
て
き
た
国
際
交
流
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
紙「
ひ
ら
け
ゴ
マ
」を
展
示
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

Ｎ
Ｉ
Ａ
の
活
動
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
20
日
㈰
13
時
か
ら
27
日
㈰
15
時
ま
で

■
場
所
／
南
国
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
み
あ
ー
れ
！
）

　
　
　
　
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１

■
連
絡
先
／
Ｎ
Ｉ
Ａ
事
務
局
　
土
橋
　
愛

　
☎
０
９
０
・
５
２
７
０
・
５
１
６
０   

　
　aitsuchi@

yahoo.co.jp
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　特認校とは、市内どの地区からも入学・転学することができる学校です。奈路小・白木谷小では、豊かな自然
と地域のぬくもり、香南中では英語教育など、それぞれ地域と一体となった特色ある教育活動を実施しています。
　特認校を利用したお子さんの教育を考えてみませんか？

■学校見学
　事前に学校にご連絡ください。
■通学手段
　奈路小、白木谷小はスクールバスが運行する予定です。
　詳しくはお問い合わせください。

■募集期間
　（奈路小・白木谷小） 10月3日㈪～12月23日㈮
　（香南中） 10月3日㈪～令和5年1月31日㈫17時
■入学・転学には一定の条件があります。
　詳しくはホームページなどでご確認ください。

令和
5年度

■問い合わせ／奈路小学校　☎８６２－０１６１　　白木谷小学校　☎８６２－０９３２
　　　　　　　香南中学校　☎８６４－２７２２　　学校教育課　　☎８８０－６５６８

第62回

▼
5
0
ｍ
自
由
形
　

　
①
増
野
理
久（
長
岡
小
） 
42
秒
６

　
②
中
脇
颯
空（
久
礼
田
小
） 42
秒
８

　
③
岩
田
蒼
生（
稲
生
小
） 
44
秒
４

▼
１
０
０
ｍ
自
由
形
　

★
①
石
井
大
雅（
大
篠
小
）１
分
18
秒
９

　
②
和
田
翔（
久
礼
田
小
）１
分
22
秒
９

　
③
式
地
咲
磨（
大
篠
小
）１
分
24
秒
１

▼
5
0
ｍ
平
泳
ぎ

　
①
德
弘
衛
人（
日
章
小
）50
秒
０

　
②
大
原
悠
誠（
大
篠
小
）50
秒
５

　
③
永
野
葵
悟（
大
篠
小
）57
秒
２

▼
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

　
①
池
知
瑠
星（
後
免
野
田
小
）１
分
50
秒
６

　
②
濱
口
凛
之
輔（
十
市
小
）１
分
57
秒
２

　
③
大
中
健
永（
国
府
小
）　
２
分
01
秒
８

▼
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
①
大
篠
小
　
　
２
分
34
秒
４

　
　
式
地
咲
磨
／
大
原
悠
誠

　
　
野
町
波
琉
／
石
井
大
雅

　
②
久
礼
田
小
　
２
分
55
秒
８

　
　
國
吉
奏
汰
／
﨑
本
織
音

　
　
中
脇
颯
空
／
和
田
翔
　
　
　

　
③
稲
生
小
　
　
３
分
09
秒
７

　
　
德
弘
啓
樹
／
大
久
保
雄
生

　
　
山
川
歩
都
／
岩
田
蒼
生

▼
5
0
ｍ
自
由
形
　

★
①
吉
本
紗
菜（
大
篠
小
）　
36
秒
８
　

　
②
鈴
木
ま
ち（
久
礼
田
小
）39
秒
５

　
③
野
村
友
希
乃（
三
和
小
）40
秒
１

▼
１
０
０
ｍ
自
由
形
　

　
①
藤
原
彩
羽（
大
篠
小
）１
分
25
秒
３

　
②
野
中
咲
空（
日
章
小
）１
分
40
秒
６

　
③
山
中
優
希（
日
章
小
）１
分
42
秒
３

▼
5
0
ｍ
平
泳
ぎ

★
①
藤
田
和
佳
奈（
大
篠
小
）48
秒
６

　
②
森
田
千
春（
長
岡
小
）　
51
秒
１

　
③
安
井
風
葵（
長
岡
小
）　
52
秒
８

▼
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

　
①
徳
久
優
里（
長
岡
小
）１
分
59
秒
１

　
②
福
留
智
子（
日
章
小
）２
分
00
秒
０

　
③
阿
部
碧
有（
日
章
小
）２
分
05
秒
２

▼
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
①
大
篠
小
　
　
２
分
38
秒
３

　
　
藤
原
彩
羽
／
藤
田
和
佳
奈

　
　
渡
邊
妃
菜
／
吉
本
紗
菜
　

　
②
長
岡
小
　
　
３
分
04
秒
０

　
　
嶋
﨑
ひ
か
り
／
徳
久
優
里

　
　
森
田
千
春
／
安
井
風
葵
　
　
　

　
③
三
和
小
　
　
３
分
06
秒
９

　
　
西
村
皇
海
／
西
村
季
依

　
　
前
田
華
帆
／
野
村
友
希
乃

★ 大会新記録（参考記録）

男
　
子

女
　
子

■
問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
学
校
教
育
指
導
係
　
☎
８
８
０
・
６
５
６
８

南国市小学校通信水泳記録会～入賞者一覧～南国市小学校通信水泳記録会～入賞者一覧～

白
木
谷
小
学
校

募
集
学
年
／
新
１
年
生

香
南
中
学
校

募
集
学
年
／
新
１
年
生

特認校 児童生徒募集（奈路小学校・白木谷小学校・香南中学校）特認校 児童生徒募集（奈路小学校・白木谷小学校・香南中学校）

奈
路
小
学
校

募
集
学
年
／
全
学
年

4

　令和４年４月に小学校に入学する年
齢（H27．4．2～H28．4．１生）の方は、各
校区の学校で健康診断・発達検査を受
けてください。 対象児童の保護者には、
10月初旬に健康診断票などを郵送しま
す。(稲生小・三和小・日章小・大湊小・国
府小・久礼田小の保護者には9月中旬に
お知らせを郵送しています。） 

令  和

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
バ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
・
無
観
客
と
い
う
前

代
未
聞
の
事
態
と
な
っ
た
も
の
の
、な
ん

と
か
中
止
せ
ず
終
了
し
た
。Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
当

時
会
長
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク・ロ
ゲ
氏
が
２

０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
を

「Tokyo

」と
読
み
上
げ
た
と
き
、誰
が
こ

ん
な
未
来
に
な
る
と
想
像
し
た
だ
ろ
う
。

　
連
日
に
わ
た
り
、コ
ロ
ナ
禍
、パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
、３
密
回
避
、ス
テ
イ
ホ
ー
ム
、ク

ラ
ス
タ
ー
等
々
、こ
の
約
２
年
の
間
に
聞

き
慣
れ
な
か
っ
た
こ
と
ば
は
日
常
に
な
っ

た
。開
催
で
き
る
か
ど
う
か
不
明
の
ま
ま

進
み
、ど
さ
く
さ
に
紛
れ
た
感
は
否
め
な

い
が
、こ
れ
こ
そ
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
で
き
た

１
つ
の
要
因
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
コ
ロ
ナ
関
連
用
語
と
同
じ
よ
う
に
最
近

よ
く
聞
く
こ
と
ば
が
あ
る
。東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

テ
ー
マ
に
も
な
っ
た「
多
様
性
」だ
。横
文

字
で
は「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」と
い
う
。他
者

と
違
う
こ
と
を
受
け
入
れ
、認
め
合
い
、お

互
い
が
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
こ
と
は
、

当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
思
う
が
、実

際
は
素
人
が
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
頂
す
る
以

上
に
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。現
に
、ど
れ
だ

け
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
の
実
現
を
、

と
主
張
し
て
も
、「
女
子
ボ
ク
シ
ン
グ
は
嫁

入
り
前
の
お
嬢
ち
ゃ
ん
が
や
る
競
技
で
は

な
い
」や
、「
女
性
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る

理
事
会
の
会
議
は
時
間
が
か
か
る
」と
考

え
て
い
る
人
は
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。そ

う
い
う
人
の
思
惑
に
は
女
性
蔑
視
の
考
え

は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、現
代
社
会

で
は
問
題
視
さ
れ
る
発
言
だ
と
理
解
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
事
実
で
あ

ろ
う
。し
か
し
、最
近
の
悪
い
傾
向
と
し

て
、こ
う
い
っ
た
発
言
を
集
中
的
に
攻
撃
し

優
越
感
を
抱
く
人
が
少
な
く
な
い
の
も
ひ

と
つ
の
課
題
で
あ
る
。一
人
の
主
張
や
意
見

を
、人
格
や
存
在
ま
で
否
定
し
、人
権
を
侵

害
す
る
発
言
に
繋
げ
て
非
難
す
る
こ
と
も

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　「
こ
う
あ
る
べ
き
」「
こ
う
す
る
べ
き
」と

い
う「
べ
き
思
考
」を
捨
て
、柔
軟
な
思
考

で
多
様
性
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。言
う
こ
と
は
簡
単
だ
が
、実
際

に
行
動
に
移
す
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
掲
げ
た
テ
ー
マ
で
あ
る「
多
様
性

と
調
和
」の
実
現
す
る
社
会
を
目
指
し
、み

ん
な
で
努
力
し
て
い
き
た
い
。

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て

116

多様性
■
問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
広
報
委
員
会

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

十 市 小
稲 生 小
三 和 小
大 篠 小
日 章 小
大 湊 小
後 免 野 田 小
長 岡 小
国 府 小
久 礼 田 小
岡 豊 小
奈 路 小
白 木 谷 小

 11月 11日㈭ 12:30～13:00
 10月 28日㈭ 13:00～13:30
 10月 21日㈭ 12:50～13:10
 11月 4日㈭ 12:50～13:20
 10月 21日㈭ 13:00～13:30
 10月 14日㈭ 13:00～13:10
 11月 25日㈭ 13:40～14:00
 11月 10日㈬ 13:00～13:25
 10月 28日㈭ 13:20～13:45
 10月 18日㈪ 12:40～12:50
 11月 15日㈪ 12:30～13:00
 11月 9日㈫ 13:00～13:10
 11月 18日㈭ 12:40～12:55

◎ 健康診断・発達検査日程表
学校名 実施日 受付時間

■注意事項
・必ず受付時間内にご来校ください。
・終了までに２～３時間かかります。
■問い合わせ
　学校教育課学校教育係
　☎880-6568
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| 

お
店
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
ベト
ナ
ム
で
看
護
士
と
し
て
２
年
間
働
い
た

後
、日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
看
護
師
を
目
指
し
て
高
知
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
昔
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
、高
知
の
カ

ツ
オ
の
た
た
き
を
は
じ
め
、日
本
食
は
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
の
で
す
が
、ベト
ナ
ム
の
味
が
恋

し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。で
き
れ
ば
毎
日
で

214214

ラ
イ
フ
ラ
イ
フ

こ
に

こ
に

も
食
べ
た
い
と
思
う
う
ち
に
、自
分
で
ベト
ナ
ム

料
理
店
を
開
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
こ
で
以
前
に
南
国
市
内
の
病
院
で

働
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、４
年
間
住
ん
で
い

た
縁
の
あ
る
南
国
市
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
調
理
に
は
、ベト
ナ
ム
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
向
け

に
朝
食
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
両
親
の
仕
事

の
手
伝
い
を
し
た
経
験
や
、料
理
学
校
で
学
ん

だ
知
識
を
生
か
し
て
い
ま
す
。

| 

オ
ー
プ
ン
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　
不
慣
れ
な
点
も
多
く
、多
く
の
方
が
来
店
さ

れ
た
際
に
料
理
の
提
供
に
時
間
が
か
か
っ
た

り
、丁
寧
な
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。特
に
オ
ー
プ
ン
し
た
て
の
頃
に
来
て
い
た

だ
い
た
方
々
に
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
、お
客
さ
ん
の
７
〜
８
割
が
日
本
の
方

で
す
。お
友
達
を
誘
っ
て
来
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
り
嬉
し
い
で
す
。

| 

ど
の
よ
う
な
お
店
に
し
た
い
で
す
か
？

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、フ
ォ
ー（
米
粉

で
で
き
た
麺
）や
、バ
イ
ン
ミ
ー（
具
材
を
は
さ

ん
だ
パ
ン
）な
ど
、代
表
的
な
ベト
ナ
ム
料
理
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
経
験
を
積
み
、将

来
は
ご
飯
や
煮
物
な
ど
を
使
っ
た
日
本
人
の

口
に
合
い
、毎
日
食
べ
ら
れ
る
飽
き
の
こ
な
い

定
食
の
よ
う
な
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
提
供
し
て
い

ラ
イ
フ
ラ
イ
フ
213213

こ
に

こ
に

| 

部
活
動
の
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
主
に
イ
ラ
ス
ト
や
漫
画
を
描
い
て
い
ま

す
。ま
た
、ア
ニ
メ
鑑
賞
や
、文
化
祭
・
ま
ん

が
甲
子
園
へ
の
出
品
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

| 

ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
ま
す
か
？

　
部
活
で
は
手
描
き
で
制
作
し
て
い
ま
す
。

今
は
設
備
の
都
合
な
ど
で
、学
校
で
は
デ
ジ

タ
ル
機
器
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、自
宅

の
パ
ソ
コ
ン・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
制
作
す
る
部

員
も
い
ま
す
。

| 

文
化
祭
で
の
活
動
内
容
は
？

　
例
年
、パ
ネ
ル
作
品
・
イ
ラ
ス
ト
ボ
ー
ド

の
展
示
と
、オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

描
い
た
カ
ー
ド
や「
部
誌
」の
配
布
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。今
年
の
文
化
祭
で
は
ア
ニ
メ

の
発
表
も
考
え
て
い
ま
す
。

| 

部
の
良
い
所
は
？

　
上
下
関
係
の
厳
し
さ
が
無
く
、部
員
同

士
の
仲
が
良
い
所
で
す
。学
年
に
関
係
な
く

お
す
す
め
の
作
品
や
、制
作
に
必
要
な
情

報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。下
級
生
の
方
が
上

手
な
こ
と
も
…
。描
き
方
を
教
え
あ
っ
た

り
、作
品
の
改
善
点
を
聞
き
あ
っ
た
り
し

　
本
紙
の「
な
ん
こ
く
漫
歩
」の
コ
ー
ナ
ー
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
そ
こ
で
は
岡
豊
高
校
の
漫
画
ア
ニ
メ
部
の

　
駅
前
町
に
あ
る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
な

ん
こ
く
」を
ご
存
じ
で
す
か
？
そ
こ
は
、将
来

南
国
市
で
開
業
を
目
指
す
方
が
、お
試
し
で
営

業
で
き
る
施
設
で
す
。（
場
所
は
下
記
参
照
）

　
今
年
８
月
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
料
理
店「
ち
ゃ

ん
フ
ォ
ー
」を
始
め
た
ズ
オ
ン 

テ
イ 
ザ
イ
さ

ん（
30
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

て
、お
互
い
に
創
作
意
欲
を
高
め
合
っ
て
い
ま

す
。１
年
生
に
人
気
の
坂
本
先
生（
顧
問
）も
、

部
を
楽
し
く
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

| 

部
誌
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
？

　
部
員
の
絵
や
漫
画
を
ま
と
め
た
小
冊
子
で
、

学
年
ご
と
に
年
に
１
〜
２
冊
発
行
し
て
い
ま

す
。作
品
テ
ー
マ
は
自
由
、1
人
20
ペ
ー
ジ
以
内
、

原
稿
の
締
め
切
り
や
作
品
を
集
め
る
係
な
ど

役
割
を
決
め
て
、作
画
か
ら
印
刷
・
製
本
ま
で

真
心
を
込
め
て
全
て
自
分
達
で
制
作
し
て
い

ま
す
。オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
は
、文
化
祭
な
ど
で

販
売
実
習
も
し
て
い
ま
す
。

| 

こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
活
動
は
？

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、以
前
は
行
っ
て
い
た
合
宿
が

で
き
て
い
な
い
の
で
、早
く
学
校
の
宿
泊
施
設

で
合
宿
を
し
て
み
た
い
で
す
。

　
ま
た
、い
ず
れ
は
部
活
動
で
も
デ
ジ
タ
ル
作

画
を
し
た
い
で
す
。

　　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
た
み
な
さ
ん

に
、将
来
の
目
標
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

部
長
の
茂
井
海
月
さ
ん（
３
年
生
）

| 

高
校
在
学
中
に
画
力
を
上
げ
て
か
ら
専
門

学
校
に
行
き
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

副
部
長
の
公
文
颯
紀
さ
ん（
３
年
生
）

| 

社
会
経
験
を
積
み
な
が
ら
、自
分
で
絵
と

ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て
、フ
リ
ー
ゲ
ー
ム
を
作

り
た
い
で
す
。オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ャ
ラ
が
沢
山
い

る
の
で
、そ
の
子（
キ
ャ
ラ
）達
の
た
め
の
ゲ
ー

ム
の
世
界
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

副
部
長
の
西
村
亜
美
さ
ん（
３
年
生
）

| 

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、ア
ニ
メ
ー
タ
ー
な

ど
、絵
の
関
係
を
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
で
で
き
る

人
に
な
れ
る
よ
う
に
、専
門
校
に
進
学
す
る
予

定
で
す
。

広
報
６
月
号
に
イ
ラ
ス
ト
を
寄
稿
し
て
く
れ

た
中
司
翔
子
さ
ん（
３
年
生
）

| 

６
月
の
掲
載
と
い
う
こ
と
で
、第
１
に
梅

雨
が
浮
か
ん
だ
の
で
、梅
雨
の
場
面
を
思
い
浮

か
べ
て
作
成
を
し
ま
し
た
。

　
将
来
は
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動

し
た
い
で
す
。

広報6月号なんこく漫歩

部誌

皆
さ
ん
の
作
品
を
年
に
３
回
掲
載
し
て
い
ま

す
。今
回
、部
活
動
中
の
お
部
屋
に
お
邪
魔
し

て
、と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
部
員
の

み
な
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

岡豊高校　漫画・アニメ部（部員数４１名）岡豊高校　漫画・アニメ部（部員数４１名）

き
た
い
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
外
国
に
行
き
に
く
い

中
、こ
の
お
店
で
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
食
べ
て
少

し
で
も
外
国
を
旅
行
し
た
気
分
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

| 

休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

　
仕
事
の
合
間
に
は
、ベ
ト
ナ
ム
語
の
通
訳
を

し
て
い
ま
す
。最
近
は
、通
訳
技
術
の
向
上
の

た
め
の
行
政
の
専
門
用
語
な
ど
の
勉
強
が
趣

味
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、い
つ
か
時
間
が

で
き
れ
ば
、ダ
ン
ス
が
好
き
な
の
で「
よ
さ
こ
い

ま
つ
り
」に
も
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。

■募集業種 小売業・サービス業
■募集数 １店舗
■店舗場所 南国市駅前町1-4-11（なんこくスーパー パステ店 駐車場横）
■出店期間 契約日から6か月～１年（最長1年）
■出店者の負担費用
 月額5,000円＋水道光熱費
■応募用紙 南国市商工会にお越し頂くか、南国市役所または
 南国市商工会のHPからダウンロードしてください。
■応募締切 10月17日（月） 17時必着
　その他、詳しくは南国市商工会HPをご覧ください。
■問い合わせ／南国市商工会　☎088-864-3073
　E-mail ： nankoku@kochi-shokokai.jp
　URL ： https://nankoku-shokokai.or.jp

ナンコクスーパー
パステ店
ナンコクスーパー
パステ店

チャレンジショップ
なんこく
チャレンジショップ
なんこく

ナンコクスーパー
パステ店駐車場
ナンコクスーパー
パステ店駐車場

第二駐車場第二駐車場

専用駐車場
（奥の4台）
専用駐車場

（奥の4台）

JR後免駅JR後免駅
N

国
道
か
ら
行
く
と

分
か
り
や
す
い
で
！

チャレンジショップなんこく　出店者募集中！チャレンジショップなんこく　出店者募集中！


